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本発表では、日本の中学校における長期のエスノグ

ラフィをもとに、どのように生徒たちが、場や文脈を

解釈したり利用したりしながら、学校における日常実

践を通じて伝えられるジェンダー・言語・身体の規範

とダイナミックな交渉を繰り広げたのかに関して、言

語と権力と場や文脈がどのように連動するのかに関

する欧米の理論を用いて分析する。 
欧米の人類学では、文化および権力交渉における場

や文脈の重要性が盛んに議論されてきており（e.g. 
Low & Lawrence-Zúñiga 2003）、言語人類学においても、
言語権力交渉と場や文脈の関係が盛んに議論されて

きた（e.g. Duranti 1997, Hill 1998）。本発表では、学級
という場において、どのようにジェンダー・言語・身

体を巡る文化規範に効率的に対応できるようなハビ

トゥス（e.g. Boudieu 1977）を形成しようとする日常実
践が行われ、どのように生徒たちが場の論理に抵抗す

る様々な権力交渉を繰り広げていたかを分析するこ

とを通じて、どのように場と権力と言語が互いに構成

し合うのかを明らかにする。 
	 本発表では、生徒たちの多様な言語実践の中でも、

いわゆる「女性語」「男性語」といった二項対立を超

えたジェンダー・クロシングな言語実践に注目する。

日本語は、人称代名詞、終助詞、イントネーションな

ど多岐に渡ってジェンダー化されているとして、広く

注目を集めてきた（e.g. Ide & McGloin 1990）。しかし、
近年多くの研究者が、日本語話者の女性が実際に「女

性語」を話しているわけではなく、「女性語」はむし

ろ女性はこう話すべきだという「言語イデオロギー

（e.g. Silverstein 1979）」であると主張している（e.g. 
Inoue 2006）。発表者の調査校の女子生徒たちも、「ア
タシ」「ウチ」「ボク」「オレ」「オラ」「ワシ」などの

多様な人称代名詞や自分の名前などの非人称代名詞

などを一人称として使用しており、個々の生徒が、文

脈や関係性により、多様な一人称を切り替えてもい

た。生徒たちは、自らと他者のジェンダー・クロシン

グな一人称実践を頻繁に評価し合い、格付けし合い、

からかい合っており、そういったメタ語用的解釈（e.g. 
Silverstein 1993）を通じ、創造的な意味空間を構築し
ていた。 
一方で、教師たちは、いわゆる「女性語」「男性語」

の二項対立から逸脱しないことが適切な学級ハビト

ゥスであるという規範を日常実践の中で伝えていた

が、創造的な意味空間を構成する生徒にそのようなハ

ビトゥスを植え付けることは困難を極め、日々権力交

渉を強いられていた。本発表では、「オレ」などのい
わゆる「男性語」の使用や自称「下品」文化を特徴と
する教師に反抗的な女子のグループと担任教師との
権力交渉の場面を分析する。の対立が深まることによ
って、学級崩壊がジェンダー・クロシングな言語実践
は、そのような権力交渉においては、「オレ」や「ボ

ク」などのいわゆる「男性語」を使用しながらジェン

ダー・クロシングな言語社会的実践を行う女子グルー

プのように、生徒たちのジェンダーの境界を超える言

渉を強いられていた。本発表では、「オレ」などのいわ

ゆる「男性語」や自称「下品」文化を特徴とする反抗的

な女子グループと担任教師との攻防の場面を分析する。

例えば、帰りの会で司会をした女子グループの主要メン

バーは、「オレ」のようなジェンダー・クロシングな言

語を使用し、教卓に寄りかかるなどの身体実践を行うこ

とで、ジェンダー・言語・身体の規範を巧みにかわそう

とした。ド・セルト（1987）は、場の規範や規則を規定
する権力を持ち、その場を支配するものを「戦略」と呼

び、自分の場を持たず、他者の設定する場の中で臨機応

変に自己の論理を貫く機会を狙うものを「戦術」と呼ぶ。

帰りの会は、一語一語マニュアルが決まってさえいる

「戦略」の支配する公的な場所である。しかし、女子生

徒たちは、私的な姿勢や言語を「戦術」として用いて、 
「フッティング（Goffman 1984）」をシフトさせ、ド・
セルトの言葉を借りれば、「制度の基盤目を侵食してず

らしていく海水のように」自分たちの私的な場を広げて

いた。 
	 本発表では、このような生徒たちと学級規範をめぐる

攻防をつぶさに考察することで、生徒という行為者と学

級という規範生成の場や文脈が、ハビトゥスをスムーズ

に教授され内面化する一方的な関係ではなく、双方とも

に働き合い、権力構造を揺り動かし、再構築するダイナ

ミックな関係であることを明らかにする。言語は、この

ような複雑な関係性を分析する有効なツールであると

言える。 
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